
□
☑

□
□

8
「⾷べれない」「出せ
ない」そのとき何が起
こっている②

講義
演習

便秘のメカニズムと症状コントロールのための援助
下痢のメカニズムと症状コントロールのための援助

6
「動けない」「眠れな
い」そのとき何が起
こっている②

講義
演習

7
「⾷べれない」「出せ
ない」そのとき何が起
こっている①

講義
演習

貧⾎のメカニズムと症状コントロールのための援助
倦怠感のメカニズムと症状コントロールのための援助

⾷欲不振に関連する症状（悪⼼・嘔吐、やせ）のメカニズムと症
状コントロールのための援助

4
「息がしんどい」その
とき何が起こっている

講義
演習

5
「動けない」「眠れな
い」そのとき何が起
こっている①

講義
演習

呼吸障害（呼吸困難・咳嗽・痰）に関連する症状のメカニズムと
症状コントロールのための援助

視聴覚障害に関連する症状のメカニズムと症状コントロールのた
めの援助
疼痛のメカニズムと症状コントロールのための援助

2
「いのちの危機」その
とき何が起こっている
②

講義
演習

3
「いのちの危機」その
とき何が起こっている
③

講義
演習

発熱のメカニズムと症状コントロールのための援助
低⾎糖のメカニズムと症状コントロールのための援助

循環障害（⾎圧異常・ショック・動悸）に関連する症状のメカニ
ズムと症状コントロールのための援助

回 学習項⽬
授業
⽅法

1
「いのちの危機」その
とき何が起こっている
①

講義
演習

学習内容

意識障害に関連する症状のメカニズムと症状コントロールのため
の援助
出⾎のメカニズムと症状コントロールのための援助

到達⽬標
１）対象の症状に応じた看護を表現することができる
２）協同学習を通して⾃⼰の問題解決能⼒や思考能⼒を⾼めようとしている

ディプロマポリ
シー(DP)

⼈を⼤切にするこころ
現象を適切に把握し地域で⽣活する⼈を⽀える看護実践⼒
チームの中で連携・協働するための⼒
専⾨職業⼈として⾃⼰研鑽する⼒

科⽬⽬標 対症看護を理解することができる

単位数
(時間)

１単位
（30時間）

46．⼈のからだを観る・診る・看る科⽬名

履修年次 ２年次 科⽬区分 専⾨分野



14
この⼈にいま何が起
こっているのか②

演習
(実習室)

15
この⼈にいま何が起
こっているのか③

講義
演習

患者に出現している症状のメカニズムと症状コントロールのため
の援助

患者に出現している症状のメカニズムと症状コントロールのため
の援助

12 演習準備
演習
(実習室)

13
この⼈にいま何が起
こっているのか①

演習
(実習室)

演習に向けて事前学習（グループワーク）

患者に出現している症状のメカニズムと症状コントロールのため
の援助

10
「お⾵呂に⼊れない」
そのとき何が起こって
いる

講義
演習

11
「話せない」そのとき
何が起こっている
演習のガイダンス

講義
演習

搔痒感（⻩疸含む）のメカニズムと症状コントロールのための援
助
易感染に関連する症状のメカニズムと症状コントロールのための
援助

⾔語障害に関連する症状のメカニズムと症状コントロールのため
の援助
演習のガイダンス

9
「⾷べれない」「出せ
ない」そのとき何が起
こっている③

講義
演習

排尿障害に関連する症状のメカニズムと症状コントロールのため
の
⽔分出納に関連する症状（脱⽔・浮腫）のメカニズムと症状コン
トロールのための援助


